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中学生子育てふれあい体験 
＆ 

いのちの講演会 

☆妊婦体験 
 生徒一人ずつ約 １０kgの妊婦スーツを着て、床の上の鉛筆を拾ったり、横になってみたり起き上がった
りと、妊婦さんの大変さを実感してもらいました。 

7月19日　「生まれる命、つながる命」講演会 
　高知県看護協会助産師職能委員会の助産師吉本妙さん、須崎ひとみさんのお二人をお迎えし、命の大
切さについて学びました。 
 色紙に開けた穴を覗いて卵子の大きさを確認したり、実物大の胎児の人形を抱っこしたりする中で、
「自分が予想していたよりもすごく重かった。命をもっているものは本当に重たい！」と命の誕生の神
秘に感動することひとしきり！ 
 また、「男の子の身体、女の子の身体、それぞれに正しい知識を持ってお互いの違いを理解することで、
自分を大切にする気持ちを持つとともに、他人を思いやる心を育もう！」「一人一人の命は、今までもこ
れから先もず～とつながっていくんだよ！」というお話に「自分の考えをきちんと持って言葉にして相
手に伝えなければいけないということがわかった。」「命や性のことは真剣に考えていかなければいけな
いと思う。」という素直な感想もありました。 

その手！ 
お腹の赤ちゃん
をちゃんといた
われているね！ 

いやぁ～ 
こんなに小っちゃ
いのに重いちや！！ 

えぇ～～ 
どうやったら起き
上がれるがぁ！？ 

命って 
重たいがでねぇ 

〈感想〉・鉛筆を取るのも寝るのも簡単そうに見えてもやってみるとお腹が邪魔で難しかった。 
　　　　・妊婦体験は見た目じゃ分からないので実際に体験してみて良かった。 
　　　　・お母さんの大変さ、苦労がよく分かった。 

社会教育課・ほけん課 
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